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　広報留萌　2025（令和7）年　2月号 23

　２月から３月までは確定申告および住民税申告の期間です。
申告が必要な方は、手続きをよろしくお願いします。

確定申告とは確定申告とは

確定申告の手続きについて確定申告の手続きについて

確定申告・住民税申告は
お早めに！

▼所得税の確定申告は、１月１日から１２月３１日までの１年間に生じた全ての所得の金額と、
それに対する所得税の額を計算し、源泉徴収された税金などとの過不足を精算する手続き
です。年末調整の対象外である医療費控除などで、払いすぎた税金が還付される場合が
あります。

医療費控除を受ける方へ

▼窓口にお越しになる場合は、必要書類を持参の上、下記の受付会場へお越しください。

▼確定申告はスマホとマイナンバーカードを利用した自宅からの
e-Tax 申告が便利です。

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、自
動計算で申告書を作成することができます。

２月 17日㈪～ 3月 14日㈮　９：00～ 11：30／ 13：00～ 16：00
２月 17日㈪～ 3月 17日㈪　９：00～ 16：00

※留萌税務署では会場内の混雑緩和のため、入場整理券を配付しています。
入場整理券は当日会場で配付するほか、国税庁公式 LINE アカウントで事前に取得するこ
とができます。

◎市・税務課
◎留萌税務署

いずれも土・日曜日、祝日を除く）（※

▼必ず「医療費控除の明細書」を作成の上、
お越しください。令和２年度分の申告から
領収書だけでは医療費控除の申告に対応で
きません。用紙は、市・税務課または留萌
税務署でお渡ししているほか、国税庁ホー
ムページから作成することもできます。な
お、医療費のお知らせをお持ちいただくこ
とで、明細書の記入を簡略化できます。

◎マイナンバーカード（個人番号カード）、
または個人番号通知カード

◎顔写真付き本人確認書類
　※マイナンバーカード提示の場合は不要です。
◎収入金額が分かる書類（源泉徴収票など）
◎社会保険料や生命保険料など各種控除の

領収書または証明書
◎申告する本人名義の口座が分かるもの
◎その他（申告に応じた必要な確認書類）
※医療費の領収書は、自宅で５年間保存する必要があります。（税務署から求められたときは、
提示又は提出しなければなりません。）

【 必 要 書 類 】

▲確定申告書等
　作成コーナーＱＲ

特集特集 　　　　　　　　　　　　　　市・税務課　　　５６－５００４市・税務課　　　５６－５００４℡問
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詳しくは、市ホームページで
ご確認ください。

【 確定申告に関すること 】　　市・税務課　　56-5004 ／　　留萌税務署　　42-0661
【 住民税申告に関すること 】　　市・税務課　　56-5004

問 ℡
問 ℡

問 ℡

▼１月１日現在で留萌市に住所がある方のうち、確定申告を行わない方は住民税申告が必要
です。ただし、下記に該当する方は申告不要となります。

①所得が給与所得のみで、勤務先が給与支払報告書を市へ提出している方
②所得が年金所得のみで、年金支払者が公的年金等支払報告書を市へ提出している方
③収入がなく、次のいずれかに該当する方
　・国民健康保険に加入していない　・後期高齢者医療制度に加入していない
　・所得証明書、課税証明書、限度額認定証（健康保険、介護保険）を発行することがない

 ● 申 告 の 例
収入の設問
・収入がない方は、下図の「収入無し」
に○をするのみ

扶養親族の設問
・扶養される方の氏名・生年月日・収入
等を記載するのみ

　など

※各支払報告書の内容に変更がある方、各控除内容に変更がある方は申告が必要です。

※年金受給者の方で扶養の申告が漏れている場合があります。源泉徴収票の扶養欄を
再度ご確認ください。

▼簡単な設問にお答えいただき、市へ郵送するだけで住民税申告ができるようになりました。
対象となるのは、確定申告の必要がなく、住民税の申告のみ行う方です。
　郵送用申告書は市ホームページからダウンロードできるほか、市にお電話いただければ、
ご自宅に郵送させていただきます。

２月 17日㈪～ 3月 14日㈮
９：00～ 11：30／ 13：00～ 16：00 いずれも土・日曜日、祝日を除く）（※

▼窓口にお越しになる場合は、必要書類を持参の上、下記の受付会場へお越しください。

左記ＱＲから市のホーム
ページにアクセスし、申
告書をダウンロードでき
ます。

◎市・税務課

住民税申告の手続きについて住民税申告の手続きについて

郵送手続きで住民税申告ができます！郵送手続きで住民税申告ができます！

令和7年度

令和７年

令和6年

令和6年

令和6年

令和6年

▼郵送用申告書の記入欄（抜粋）

◀市・ホームページＱＲ
 　（確定申告について）
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市　民

議　会

市

「市民」「議会」「市」それぞれの役割

【 留萌市自治基本条例の特徴 】
◎
◎
◎
◎
◎

市民による自治を理想とした「自治の理念」を定めています。
自治の担い手として「市民」「議会」「市」それぞれの役割と責務を定めています。
基本原則「情報共有・市民参加・協働」を定めています。
市が仕事を進めるための「都市経営の考え方」を定めています。
世の中の変化に敏感に対応するため、条例が正しく実施されているかを定期的に確認し、
条例を見直すことができるように定めています。

　自治の主権者として、互いに尊重し、自治に参
加します。自治の担い手としてコミュニティの役
割と責務を認識し、コミュニティを守り育てるよ
う努めなければなりません。

　市の議決機関として、重要な政策を総合的な視
点に立って審議し、意思決定します。

　公正で誠実に仕事を進め、その内容や進め方を
常に見直し、最小の経費で最大の効果を上げるよ
う努めなければなりません。

◉
自
治
と
は
？

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
み
ん
な
の
幸
せ

な
暮
ら
し
を
願
い
、
市
政
の
方
向
を
決

定
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
く

こ
と
で
す
。

◉
留
萌
市
自
治
基
本
条
例
と
は
？

　
留
萌
市
自
治
基
本
条
例
は
、
平
成
18

年
12
月
に
議
会
で
議
決
さ
れ
、
19
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
に

よ
る
自
治
を
理
想
と
し
て
掲
げ
る
「
自

治
の
理
念
」
や
３
つ
の
基
本
原
則
「
情

報
共
有
」「
市
民
参
加
」「
協
働
」
な
ど

を
定
め
て
い
ま
す
。

◉
３
つ
の
基
本
原
則

　
「
情
報
共
有
」
は
、
市
民
に
は
「
情

報
を
求
め
る
権
利
・
知
る
権
利
」、
市

に
は
「
情
報
を
提
供
す
る
義
務
」
が
あ

り
、
自
治
に
関
す
る
情
報
を
互
い
に
提

供
し
合
い
共
有
す
る
こ
と
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
。

　
「
市
民
参
加
」
は
、
市
民
は
「
市
政

に
関
心
を
持
ち
積
極
的
に
行
動
す
る
こ

と
」、
市
は
「
市
民
が
参
加
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
こ
と
」
を
原
則
と
し
て

い
ま
す
。

　
「
協
働
」
は
市
民
、
議
会
お
よ
び
市

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
分
担

し
、
互
い
に
対
等
な
立
場
で
連
携
・
協

力
し
て
自
治
を
進
め
る
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
。

市 民市 民

議 会議 会 市市　職員は、市民の立場に立ち、全力で職務に取り
組まなければなりません。

みんなで進める まちづくりみんなで進める まちづくり

特集特集 　　　　　　　　　　　　　　市・政策調整課　　　４２－１８０９市・政策調整課　　　４２－１８０９℡問

「市民が主役のまちづくり」「市民が主役のまちづくり」
　　　　　　を進めよう　　　　　　を進めよう

　市では、留萌市自治基本条例に基づき、「市民が主役のまちづ
くり（市民自治）」を推進しています。
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▼「市民が主役のまちづくり」を進めるためには、市民の自治への参加が不可欠です。市民が
自ら考え、行動する市民自治のためには「情報共有」が最も基本的な原則です。市民には、情
報を受け取るだけでなく手に入れる「情報を求める権利・知る権利」があります。
　市では、広報誌「広報留萌」の発行・配付や市ホームページ、公式ＬＩＮＥなどを通じて皆
さんに情報を発信しています。
　また、市民がまちづくりの直接的な行動を取ることが「市民参加」の原則です。市民は市政
に関心を持って積極的に行動し、市は皆さんが参加しやすい環境作りに努めています。

　市主催の「クリーンアップ日本海」などの清掃活
動へ積極的に参加しましょう。参加しやすい環境づ
くりを進めるためには、職場などの支援も必要です。

　市と市民とが「対等・協力」という関係を築いてい
くことが大切です。市では、広路の環境美化などに取
り組む環境美化パートナー制度を推進しています。

◎留萌市自治基本条例の全文は、
　市ホームページ（下記ＱＲ）か
　らご覧いただけます。

　市が実施する「お茶の間トーク（出前トーク）」
や広報誌「広報留萌」などを活用してまちの情報を
集めることが、自治に参加する際に役立ちます。

　市が開催する「まちづくり懇談会」などでは、今
後の市政運営に関する情報を得ることができるの
で、未来を見据えた活動が可能になります。

市
民
が
進
め
る
自
治
へ

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
「
市

民
が
自
治
に
参
加
す
る
」
か

ら
「
市
民
が
進
め
る
自
治
を

行
政
機
関
が
補
う
」
へ
と
変

化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

情報共有

市民参加

情報共有

協　働

自治に参加しましょう自治に参加しましょう

▼お茶の間トークの様子 ▼まちづくり懇談会の様子

▼クリーンアップ日本海の様子
▼環境美化パートナー制度の広路
花壇植栽の様子
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議会です こんにちは議会です こんにちは

市
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
７
年
の
新
春
を
市
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
お
迎
え
で
き
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

日
頃
か
ら
、
留
萌
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
で
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
、
そ
の
声
を
議
会
に

反
映
さ
せ
る
取
組
の
一
環
と
し

て
、
４
月
及
び
10
月
に
市
民
と
議

会
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
ほ

か
、
郵
送
や
街
頭
で
の
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
、
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
い
た
「
わ
か
り
や
す

く
・
開
か
れ
た
」
議
会
の
実
現
を

目
指
し
、
積
極
的
な
議
会
情
報
の

発
信
な
ど
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
市
へ
の
監
視
機
能
を
発

揮
す
る
と
と
も
に
、
多
種
多
様
な

民
意
の
反
映
、
政
策
の
立
案
等
を

実
現
し
て
い
く
た
め
、
議
会
運
営

の
創
意
工
夫
、
議
員
資
質
の
向
上

等
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
議
員
一
同
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
幸
せ
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長　
燕　
　
　
昌　
克

留萌市議会
議会議会ですです
こんにちはこんにちは

第155号

留萌市議会だより留萌市議会だより

※左記のQRコードからも
留萌市議会のホームペー
ジにアクセスできます。

 🅿６ ◦新年のご挨拶
 🅿７ ◦各常任委員会からの報告
 🅿８ ◦公共施設整備調査研究会、議会運営委員会視察
  🅿９ ◦南部三市町議会議員研修交流会

　　　 🅿 ９ ◦組合議会からの報告
🅿10〜🅿12 ◦第４回定例会一般質問
　　　 🅿13 ◦こんなことが決まりました
 　　　　　  ◦議会の動向 ………………… ほか

主
な
内
容

決
意
新
た
に
！

地域医療の課題などを情報共有す
る議員研修会を 11 月 13 日、留萌産
業会館にて開催しました。
最初に、留萌振興局保健行政室長

の武藤一郎氏より「北海道地域医療
構想」をテーマに講話。構想区域にお
ける留萌の必要病床数は 563 床、令
和７年以降に見直しを行う予定である
ことなど医療を効率的に提供できる体
制の確保について、説明を受けました。

続いて、留萌振興局副局長の金須孝夫氏より、「医
師確保対策について」医師需要の推計や医師偏在へ
の対応策、医師の働き方改革についてをテーマに講
話。地域における医師の確保に必要な範囲で医学部
臨時定員の設置を認める方針もあることなど、説明
を受けました。
本研修内容は、
今後の市立病院の
課題対策に生かし
ていきます。

議員研修会「留萌圏地域医療構想について」11月13日

▲武藤一郎氏

▲金須孝夫氏
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第１
常任委員会
の報告

総務部・地域振興部・都市環境部からの議案・
報告・情報提供事項について確認した。

【総務部】
議案事項として令和６年度一般会計補正予算
及び留萌市の休日を定める条例等の一部を改正
する条例制定について、情報提供事項として市
役所庁舎等への通話録音装置の導入について説
明を受けた。

【地域振興部】
情報提供事項と
して令和６年度第
１回留萌市地方創
生協議会の開催結
果、コンサドーレ

によるスポーツ教室
等の開催結果、空き
家情報バンクの設置、
地域の魅力向上発信
事業の取組、アウト
ドア・アクティビティ
拠点施設の概要について説明を受けた。小麦集
出荷貯蔵施設建設工事の進捗状況の説明の際、
今後の工事費見込みについて確認した。

【都市環境部】
議案事項として令和６年度留萌市一般会計補

正予算（第６号）のほか４件、情報提供事項と
して令和６年度留萌市除雪計画、令和５年度版
「留萌市の環境」について説明を受けた。

　市民健康部、教育委員会、留萌市立病院から
の議案・報告・情報提供事項について確認した。

【市民健康部】
　帯状疱疹予防接種の現状について説明を受け
た。国では令和７年度より定期接種化に向けた
議論が進んでおり、その開始に伴う市の助成事
業の在り方については、引き続き協議を行って
いくとの報告を受けた。

【教育委員会】
　学校給食事業委
託に係る優先交渉
権者の決定につい
て説明を受けた。
応募者は１件で、

学校給食事業委託業
者選定評価基準に則
り、事業内容評価点
を上回った生活協同
組合コープさっぽろ
が優先交渉権者となった報告を受けた。

【留萌市立病院】
　医療機器更新の財源確保を目指すとともに、留
萌市立病院の存在意義を広く知ってもらうことを目
的に実施された、クラウドファンディングの結果に
ついて情報提供を受けた。道内外から４３９件の寄
附があり、目標金額を大きく上回る１，６９３万６千
円（目標金額に対する到達率１１２．９％）の結果と、
寄せられた応援コメントを確認した。

市役所庁舎等へ通話録音装置の導入
地域の魅力向上発信事業の取組

帯状疱疹予防接種の現状
クラウドファンディング達成
◎委 員 長　米倉　靖夫
○副委員長　田村　裕樹

◦川村　忠司　◦横田　美樹　◦村上　　均
◦燕　　昌克　◦小沼　清美　　

◎委 員 長　戸水美保子
○副委員長　宇川　達朗

◦村上　雅彦　◦小野　敏雄　◦野崎　良夫　
◦鈴田　亜湖　◦村山ゆかり　

第２
常任委員会
の報告

▲地域の魅力向上発信事業

▲委託契約が結ばれる給食センター
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議会です こんにちは議会です こんにちは

公共施設整備調査研究会では、留萌市が想定して
いる新交流複合施設や水産蓄養施設に対処するため、
10月 14 日から 16日までの行程で先進自治体の調査
を実施しました。
●根室市
「根室市役所新庁舎」は、基本理念を「世代を超え
て　安全と安心を未来へ」とし、子どもからお年寄り
まで安全で安心して暮らせるまちの拠り所として令和
６年５月に開庁。建物は、地下１階、地上４階建ての
鉄筋コンクリート造及びプレストレストコンクリート
造であり、建築面積は 7,000㎡弱、庁舎等工事費は、
旧庁舎解体費や外構工事も含め約 55億円。庁舎内部
には、道産木材が多用されており、防災機器室や仮眠
室、更には非常用発電機など、災害拠点としての機能
や設備が充実。また、「書かない窓口」のほか、１階

のエントランスや４階の
食堂及び市民交流サロン
には市民が自由に出入り
でき、ＵＳＢコンセント
の環境などが整備され、
住民サービスの充実も図

　議会運営委員会では、議会改革に繋がる取組として
「議会モニター制度」や「主権者教育」について、先
進自治体の調査を実施しました。今後、市民の声を反
映し、議会機能を強化した活発な議会になる必要があ
り、これら二つの制度について、視察で学んだことを
参考に当市議会に導入できるよう、検討議題として取
り扱う必要があると強く感じました。また、新庁舎機
能や福祉バスなど、市が抱えている問題についてもあ
わせて調査しました。
●三重県いなべ市
　市民から多角的な意見等をいただき、市議会の運営
を強化、充実、活性化することを目的に「議会モニ
ター制度」を設置。令和６年度からスタートしている
が、他の議会でも苦慮しているモニターの応募状況が
課題になってくると考えている。新庁舎は、市街地や

都市施設との機能的、空
間的連携を重視し、いな
べ市のアイデンティティ
づくりに新庁舎を活用す
る考え方などがある。
　行政棟、議会棟、シ

られていた。
「根室市水産研究所」
は永続的に安定した沿岸
漁業の振興寄与するこ
とを目的とした施設であ
り、エゾバフンウニ、ハナ
サキガニなどの種苗生産が順調に行われていた。	 	
●富良野市
　令和４年９月に完成した「富良野市複合庁舎」は、
「人、まち、自然をつなぎ、次世代の子どもたちへつ
なぐ庁舎」の実現を目指し、防災・災害対応拠点の強
化を念頭に、庁舎と文化会館機能を複合化させた施設。
建物は、地上４階建ての鉄筋コンクリート造などであ
り、延床面積は約 8,880㎡、建設工事費は約 46.5 億
円。大ホールの座席は固定式 510 席で音響も良く利

用者から好評。「市民交
流スペース」、「へそキッ
ズランド」などの市民利
用、「書かない窓口」な
どの市民サービスが充実
されていた。

ビックコア棟、保健セン
ター棟と様々な機能を集
約し、雨水や太陽光によ
る再生可能エネルギーの
活用による省エネルギー
設計となっている。
　合併した４町を結ぶア
クセスとして「にぎわいの森」が、市民の日常的なイ
ベントなどで活用され、自然との一体化も感じられた。
●三重県四日市市　　
　四日市市議会は、議会改革に積極的な議会として知
られており、通年議会の導入、反問権や文書質問も導
入している。10 年前から議会モニターを設置してい
るほか、地域に出向いた議会報告会とシティ・ミーティ

ングを実施。また、高校
生など若い世代を対象と
した主権者教育「ワイ！
ワイ！ＧＩＫＡＩ」を行
い、政治に対しての積極
的参加の可能性を感じた。

公共施設整備調査研究会行政視察公共施設整備調査研究会行政視察

議 会 運 営 委 員 会 行 政 視 察議 会 運 営 委 員 会 行 政 視 察

▲四日市市「ワイ！ワイ！GIKAI！」

▲いなべ市　にぎわいの森

▲三重県いなべ市議会議場

▲根室新庁舎 ▲富良野市複合庁舎前にて

▲根室市水産研究所
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留萌消防組合議会では、11 月７日、８日に
議員７名、職員３名で行政視察を行いました。
１日目は札幌市消防局南消防署定山渓出張

所を視察しました。令和３
年 11 月に新築移転した施
設で、札幌国際スキー場な
どを擁する南区に立地する
ことから、山岳救助のため
の訓練施設を備えていまし
た。
２日目は江別市にある北
海道消防学校を視察しまし

た。初任の消防士が
全道からこの学校
に入校して４か月
間、各種の訓練を受
ける教育訓練施設
です。消火の訓練、
煙の中での救助訓練、高所からの救助訓練など
の施設がありました。さらに、各種専門教育と
して消防職員教育や消防団教育も実施されてい
ました。消防業務への理解が深まる視察となり
ました。
12 月 24 日は第 2回留萌消防組合議会が開

催され、令和 5年度決算、職員給与条例の改
正等４件を認定 ･可決しました。

組 合 議 会 か ら の 報 告組 合 議 会 か ら の 報 告

留 萌 消 防 組 合 議 会

南
部
三
市
町
議
会
議
員
研
修
交
流
会  

11
月
15
日

現
状
の
「
人
手
不
足
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

　
南
部
三
市
町
議
員
研
修
交

流
会
が
11
月
15
日
午
後
４
時

か
ら
、
小
平
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
議
員

の
研
さ
ん
・
情
報
交
換
を
行

う
場
と
し
て
、
増
毛
町
議
会

議
員
10
名
、
留
萌
市
議
会
議

員
14
名
、
小
平
町
議
会
議
員

８
名
の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
留
萌
振
興
局
地
域
創
生
部
長
の
上
坂

勇
人
氏
を
迎
え
、「
地
域
創
生
と
人
手
不
足
～
留
萌
地
域

の
発
展
に
向
け
て
～
」と
題
し
て
、
基
調
講
演
を
受
け

ま
し
た
。

　
講
演
は
、
初
め
に
「
人
手
不
足
」
の
現
状
や
求
人
と

求
職
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
統
計
に
基
づ
い
て
説

明
を
受
け
、
次
に
留
萌
管
内
で
で
き
る
こ
と
で
は
、
参

考
事
例
と
し
て
熊
本
県
五
木
村
、
留
萌
管
内
初
山
別
村

の
取
組
の
紹
介
が
あ
り
、
特
効
薬
は
な
い
が
、
雇
用
の

ギ
ャ
ッ
プ
対
策
や
新
卒
者
確
保
、
転
出
対
策
な
ど
、
ま

ず
は
地
元
で
で
き
る
こ
と
か
ら
行
い
、
並
行
し
て
戦
略

的
な
移
住
対
策
を
構
築
し
て
、
職
員
だ
け
で
取
り
組
も

う
と
せ
ず
、
支
援
制
度
や
外
部
人
材
を
活
用
し
て
実
施

し
、「
考
え
続
け
る
こ
と
」
が
重
要
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
は
、
場
所
を
「
ゆ
っ
た
り
か
ん
」
に

移
し
て
交
流
会
を
開
催
し
、
現
況
や
課
題
な
ど
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

留
萌
南
部
三
市
町
の
議
員

が
一
堂
に
会
し
て
、
人
手
不

足
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

課
題
等
を
共
有
し
、
今
後
の

活
動
に
向
け
て
の
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
、

増
毛
町
で
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

植林事業11月1日

道北地方総会11月25日

　造林作業への理解の促進と醸成
を図るため、令和6年度留萌市森
林・林業・林産業活性化推進議員
連盟植林事業を、令和6年11月1
日午前10時30分から礼受牧場内
の市所有地で実施しました。
　同事業では、最初に講師の留萌
南部森林組合職員より「山もっと
モット（高性能林業機械）」を使
用した地拵え作業を見学したあ
と、植林作業の説明を受け、参加
した議員全員でコンテナ苗（クリ）
30本の植え付けを行い、造林の
大切さについて理解を深めまし
た。

　道北地方森林・林業・林産業活
性化促進議員連盟連絡会の令和6
年度総会が、11月25日午後２時か
ら旭川市トーヨーホテルで開催さ
れ、事業計画等が確認されました。

▲山岳救助訓練施設

▲北海道消防学校前で
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議会です こんにちは議会です こんにちは

質
問

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て

　
市
内
の
介
護
事
業
者
が
撤
退
し
、
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
た
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
大
変
困
っ
て
い
る
。
他

の
施
設
や
病
院
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
く

て
も
、
順
番
待
ち
と
い
う
状
態
に
な
っ
て

い
る
が
こ
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
の
検

討
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

こ
れ
ま
で
の
支
援
を
継
続
し
、
市

内
事
業
者
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

国
の
令
和
６
年
度
補
正
予
算
で
あ
る
「
介

護
人
材
確
保
・
職
場
環
境
改
善
等
に
向
け

た
総
合
対
策
」
の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問

学
校
給
食
事
業
民
間
委
託
契
約
に

つ
い
て

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
参
加
表
明
事
業
者
か

ら
の
質
問
に
お
い
て
、
３
年
間
の
委
託
契

約
期
間
終
了
時
に
施
設
所
有
者
と
調
理
業

務
受
託
者
が
別
々
の
事
業
者
と
な
る
こ
と

は
基
本
的
に
考
え
て
い
な
い
と
回
答
さ
れ

て
い
る
が
、
今
回
、
優
先
交
渉
権
者
と
な

っ
た
事
業
者
は
、
今
後
変
更
さ
れ
る
こ
と

な
く
市
の
給
食
事
業
を
受
注
で
き
る
の
か

お
聞
き
し
た
い
。
今
回
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
お
い
て
参
加
表
明
の
あ
っ
た
事
業
者
２

社
の
う
ち
、
応
募
の
あ
っ
た
事
業
者
は
１

社
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
事
業
者

選
定
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
取
組
を
行
っ
た
の
か
お
聞
き
し
た

い
。
ま
た
、
次
期
の
受
託
事
業
者
を
選
定

す
る
際
に
も
、
透
明
性
を
高
め
た
形
で
の

事
業
者
選
定
が
行
わ
れ
る
と
い
う
理
解
で

良
い
か
伺
う
。

答
弁

こ
の
度
の
事
業
者
と
の
契
約
期
間

終
了
後
に
つ
い
て
は
、
無
条
件
に
契
約
更

新
す
る
の
で
は
な
く
、
３
年
間
の
事
業
実

績
な
ど
を
評
価
し
た
上
で
公
平
・
公
正
に

次
期
の
受
託
事
業
者
を
決
定
し
て
い
く
。

　
今
回
、
委
託
事
業
者
選
定
の
透
明
性
を

高
め
る
た
め
に
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る

方
な
ど
３
名
の
外
部
委
員
含
む
計
８
名

で
、
選
考
方
法
や
評
価
基
準
を
明
確
に
し

て
選
定
を
行
っ
た
。
事
業
委
託
契
約
成
立

後
に
は
学
校
給
食
事
業
委
託
業
者
選
定
基

準
や
学
校
給
食
事
業
委
託
業
者
選
定
委
員

会
の
議
事
録
の
公
開
を
予
定
し
て
い
る
。

次
回
の
選
定
に
つ
い
て
も
方
法
を
検
討

し
、
公
平
・
公
正
な
委
託
事
業
者
の
選
定

を
行
っ
て
い
く
。

▲民間事業者に有償譲渡される留萌市
学校給食センター

質
問

留
萌
市
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
お
い

て
様
々
な
協
議
が
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が

市
立
病
院
か
ら
町
な
か
ま
で
の
直
行
バ
ス

の
導
入
に
つ
い
て
議
論
が
あ
っ
た
か
。
ま

た
実
際
に
導
入
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
弁

市
立
病
院
受
診
後
の
バ
ス
の
空
白

時
間
が
最
大
２
時
間
待
ち
と
聞
い
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
含
め
て
バ
ス
事
業
者
と
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
高
齢
者
市
内
バ

ス
無
償
化
実
証
実
験
の
効
果
と
し
て
、
バ

ス
利
用
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
増

便
も
予
定
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
事

業
者
、
利
用
者
双
方
に
お
い
て
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
と
い
う
事
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

質
問

卓
球
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

　
昨
年
度
ま
で
地
方
交
付
税
措
置
に
よ
り

３
年
の
計
画
で
進
ん
で
き
た
こ
の
事
業
だ

が
、
今
年
度
は
単
費
で
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。
今
後
の
方
針
と
し
て
卓
球
を
こ
の

街
の
文
化
に
し
て
い
く
の
か
、
あ
く
ま
で

実
証
実
験
的
に
継
続
し
て
い
く
の
か
、
着

地
点
に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

答
弁

こ
の
取
組
を
始
め
る
際
、
株
式
会

社
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｓ
の
松
下
社
長
か
ら
「
地

域
に
根
付
く
ま
で
は
最
低
10
年
は
か
か

る
」
と
言
わ
れ
た
通
り
、
地
域
の
頑
張
る

子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
た
め
に
も
、
卓

球
を
モ
デ
ル
に
地
域
主
導
で
子
ど
も
た
ち

が
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係

団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
地
域
全
体
で
取

組
み
、「
卓
球
の
ま
ち
留
萌
」
の
実
現
に

向
け
て
、
継
続
、
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問

市
の
公
共
施
設
管
理
に
つ
い
て

　
留
萌
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
現
在
計
画
を
進
め
て
い
る
「
新
交
流

複
合
施
設
整
備
基
本
構
想
」
か
ら
除
外
さ

れ
て
い
る
が
、
現
在
照
明
の
交
換
が
難
し

い
こ
と
や
、
空
調
設
備
の
整
備
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
中
で
今
後
の
維
持
方
針
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

市
の
社
会
教
育
施
設
の
中
で
も
、
最
も
利

用
者
が
多
い
施
設
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も

２
度
の
大
規
模
改
修
と
、
指
定
管
理
者
と

協
議
し
な
が
ら
利
用
者
の
安
心
・
安
全
を

最
優
先
と
し
た
修
繕
を
行
っ
て
き
た
。
今

後
は
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
う
え
で
、
維

持
整
備
方
針
を
決
定
し
て
い
き
た
い
。▲照明の交換が困難なスポーツ

センター

令和６年 第４回定例会　令和６年 第４回定例会　一般質問と答弁　①一般質問と答弁　①詳細はこちらから
ご確認ください。

戸と
み
ず水
美み

ほ

こ
保
子  

　
　
【
留
萌
公
明
党
】

川か
わ
む
ら村　

忠た
だ
し司  

　
　
【
萌
芽
ク
ラ
ブ
】
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質
問

港
湾
活
用
に
つ
い
て

　
現
在
留
萌
港
湾
で
は
小
麦
集
出
荷
貯
蔵

施
設
や
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
推
進
試
験
事
業
、

洋
上
風
力
発
電
計
画
、
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業

な
ど
多
角
的
に
見
た
港
湾
の
利
活
用
が
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
活
用
状
況
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
石
炭
需
要
の
低
迷
に
対
す
る
今

後
の
展
望
と
小
麦
集
出
荷
貯
蔵
施
設
稼
働

に
伴
う
、
港
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

市
と
し
て
は
、
石
炭
荷
役
に
代
わ

る
活
用
方
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
洋
上
風
力
発
電
事
業

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拠
点
と

し
て
の
利
活
用
を
見
据
え
関
係
機
関
と
協

議
し
て
お
り
、
事
業
計
画
な
ど
の
検
討
が

進
み
、
国
の
基
地
港
湾
の
指
定
に
も
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
小
麦
集
出
荷
貯
蔵
施
設
稼
働
に
伴
う
影

響
予
測
と
し
て
、
小
麦
輸
送
船
の
入
港
増

加
に
よ
る
港
湾
関
係
者
に
よ
る
事
業
継
続

や
背
後
圏
産
地
の
作
付
の
安
定
化
な
ど
、

港
湾
に
依
存
す
る
産
業
に
お
け
る
経
済
波

及
効
果
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

質
問

特
定
利
用
港
湾
に
つ
い
て

　
特
定
利
用
港
湾
に
指
定
さ
れ
た
目
的
と

今
後
の
港
湾
整
備
に
つ
い
て
、
最
北
の
指

定
港
湾
と
な
る
留
萌
港
に
対
し
国
か
ら
ど

の
よ
う
な
目
的
や
港
湾
整
備
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
国
家
安
全
保
障
戦
略
に
公
共
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
推
進
が
明
記
さ
れ
て
い
る

「
国
民
保
護
へ
の
対
応
、
平
素
の
訓
練
、

有
事
の
円
滑
な
利
用
・
配
置
」
を
掲
げ
る

防
衛
強
化
に
対
し
、
特
定
利
用
港
湾
と
し

て
の
留
萌
港
の
将
来
像
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

国
家
安
全
保
障
戦
略
に
基
づ
き
、

防
衛
体
制
の
強
化
に
資
す
る
公
共
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
つ
い
て
、
安
全
保
障
環
境
を
踏

ま
え
た
必
要
な
対
応
を
実
行
的
に
行
う
こ

と
を
目
的
に
、
平
素
よ
り
自
衛
隊
お
よ
び

海
上
保
安
庁
が
訓
練
等
で
円
滑
に
港
湾
を

用
で
き
る
よ
う
選
定
。
港
湾
法
等
の
既
存

の
法
令
に
基
づ
き
、
大
規
模
災
害
時
や
捜

査
救
難
、
人
命
救
助
な
ど
の
対
応
時
に
迅

速
で
円
滑
な
施
設
の
利
用
が
可
能
。

　
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇
の
利
用
促
進
に
よ

る
地
元
の
経
済
効
果
の
広
が
り
や
、
災
害

発
生
時
に
お
け
る
孤
立
地
域
等
へ
の
防
災

強
化
な
ど
、
留
萌
港
の
総
合
的
な
機
能
強

化
を
視
野
に
進
め
て
い
く
。

▲大型船舶の利活用が期待される
留萌港湾

質
問

子
ど
も
た
ち
の
教
育
・
医
療

　
留
萌
市
立
病
院
小
児
科
に
て
、
外
来
診

療
が
月
曜
日
、
水
曜
日
、
金
曜
日
の
午
後

３
時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
小
・
中
学
生

の
下
校
時
刻
に
は
受
付
が
終
了
し
て
お
り
、

下
校
時
に
体
調
不
良
が
判
明
し
た
際
な
ど

は
受
診
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン

外
来
も
同
様
に
、
放
課
後
に
も
受
診
で
き

る
よ
う
な
診
療
体
制
の
検
討
は
で
き
な
い

か
伺
う
。

答
弁

診
療
時
間
に
つ
い
て
、
常
勤
医
が

い
る
診
療
科
の
中
で
唯
一
午
後
外
来
も
実

施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
急
な
体
調
不
良
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
受

付
時
間
に
つ
い
て
も
、
診
療
や
季
節
性
を

除
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
は
午
後
３

時
ま
で
と
し
て
い
る
が
、
延
長
を
希
望
す

る
声
も
届
い
て
お
り
、
関
係
部
署
と
協
議

を
行
い
課
題
な
ど
の
整
理
を
進
め
る
。
ま

た
、
今
後
に
お
い
て
も
診
療
時
間
の
延
長

に
伴
う
看
護
師
の
配
置
や
勤
務
時
間
の
整

理
、
診
療
放
射
線
お
よ
び
臨
床
検
査
な
ど

の
受
け
入
れ
枠
の
調
整
な
ど
、
診
療
の
効

率
性
を
踏
ま
え
課
題
解
決
に
向
け
て
検
討

を
重
ね
る
。

質
問

ま
ち
づ
く
り
と
モ
ン
ベ
ル
ア
ウ
ト

ド
ア
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
る
も
い
基
本
計
画

　
駅
前
を
中
心
に
、
市
内
へ
人
の
流
れ
を

作
る
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
の
中
で
、
留
萌

市
の
中
心
に
位
置
す
る
旧
留
萌
プ
ラ
ザ
の

在
り
方
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
昨
年
、

天
井
落
下
に
て
留
萌
市
が
２
５
０
万
円
で

緊
急
的
な
対
応
を
行
な
っ
た
。
市
民
の
通

行
の
安
全
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
地
下
水

ポ
ン
プ
の
保
守
点
検
で
、
年
間
約
2 0
万
円

の
支
出
を
し
て
お
り
、
こ
れ
も
な
ぜ
留
萌

市
が
負
担
し
続
け
る
の
か
。
市
民
に
危
険

が
及
ん
だ
こ
と
も
含
め
て
、
旧
る
も
い
プ

ラ
ザ
の
協
議
の
進
捗
状
況
及
び
利
活
用
や

解
体
も
含
め
た
抜
本
的
な
解
決
策
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁

旧
る
も
い
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
は
、

建
物
の
状
態
に
起
因
し
、
生
活
環
境
の
保

全
上
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
市
と
し
て

対
応
可
能
な
範
囲
で
最
小
限
度
の
保
全
措

置
を
行
い
安
全
措
置
に
努
め
る
。
景
観
面
、

安
全
面
で
も
懸
念
し
て
い
る
が
、
個
人
所

有
財
産
で
あ
る
こ
と
や
市
と
し
て
跡
地
利

用
を
見
据
え
た
活
用
策
が
見
い
だ
せ
ず
具

体
的
な
協
議
を
進
め
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

▲安全面が懸念される旧るもいプラザ

令和６年 第４回定例会　令和６年 第４回定例会　一般質問と答弁　②一般質問と答弁　②詳細はこちらから
ご確認ください。

宇う
か
わ川　

達た
つ
ろ
う朗  

　
　
　
　
【
萌
政
会
】

横よ
こ
た田　

美み

き樹  

　
　
　
　
【
萌
政
会
】
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質
問

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
に

つ
い
て

　
留
萌
市
に
お
い
て
も
不
登
校
児
童
・
生

徒
は
50
人
を
超
え
て
い
る
。
不
登
校
の
要

因
は
様
々
な
た
め
、
一
人
一
人
に
合
っ
た

対
応
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
学
校
や
家

庭
へ
の
支
援
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
不
登
校
児
童
・
生
徒
が
こ
れ
だ
け
増
え

て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
、
学
校
に
行
か

な
い
と
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
て
、
学
校
に
行
か
な
く
て
も

学
べ
る
居
場
所
、
心
を
休
め
る
居
場
所
な

ど
、
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に

寄
り
添
え
る
多
様
な
居
場
所
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
昨
年
の
５
月
に
開

設
し
た
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
っ
く
る

も
」
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
い
っ
た
専

門
家
に
よ
る
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
と
の

面
談
を
行
い
、
医
療
福
祉
機
関
等
へ
の
働

き
か
け
や
家
庭
環
境
の
改
善
、
児
童
・
生

徒
へ
の
対
応
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、

必
要
と
さ
れ
る
支
援
の
提
供
を
行
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
一
人
一
人

の
多
様
性
に
応
じ
た
教
育
指
導
や
生
活
指

導
を
可
能
と
す
る
「
エ
デ
ュ
パ
ス
」
や
、

学
校
生
活
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
満
足

度
や
意
欲
、
対
人
関
係
能
力
な
ど
を
ア
ン

ケ
ー
ト
方
式
に
よ
り
測
定
す
る
た
め
の

「
キ
ュ
ー
ユ
ー
」
を
小
・
中
学
校
に
導
入
。

ま
た
、
留
萌
中
学
校
は
不
登
校
児
童
・
生

徒
に
対
す
る
支
援
推
進
事
業
の
指
定
を
北

海
道
教
育
委
員
会
か
ら
受
け
、
加
配
教
員

が
配
置
さ
れ
、
学
校
の
中
に
校
内
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
港
南
中
学
校
で
は
、

別
室
登
校
の
教
室
を
設
置
し
、 

授
業
が

入
っ
て
い
な
い
教
諭
が
交
代
で
不
登
校
対

策
を
行
っ
て
い
る
。

　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
指
導
員
の
付
き

添
い
の
も
と
、
別
室
登
校
に
よ
る
個
別
対

応
が
増
え
て
き
て
い
る
現
状
や
、
不
登
校

児
童
・
生
徒
数
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
体
制
的
に
充
実
し
て
い
き
た
い
。

給
食
が
提
供
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
に
な
る
と
考
え
る
が
、
児

童
・
生
徒
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
等
の
把
握

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。▲機能強化が求められる教育支援センター

「ゆっくるも」

質
問

洋
上
風
力
の
推
進

　
国
は
、
化
石
燃
料
に
依
存
し
な
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。

先
行
事
例
に
よ
る
漁
業
へ
の
影
響
と
し
て

洋
上
風
力
に
魚
が
集
ま
る
な
ど
、
漁
業
へ

の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
よ
う
。
持
続
的
な
漁

業
経
営
を
進
め
て
い
く
た
め
、
漁
業
関
係

者
に
洋
上
風
力
の
理
解
を
ど
の
よ
う
に
図

り
、
漁
業
振
興
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か

具
体
的
な
考
え
を
伺
う
。
ま
た
、
港
湾
区

域
や
前
浜
に
実
証
実
験
と
し
て
、
風
車
を

建
て
る
こ
と
は
可
能
か
伺
う
。

答
弁

海
の
環
境
が
年
々
変
化
し
、
漁
業

へ
の
影
響
が
出
て
き
て
い
る
。
次
世
代
に

持
続
的
な
漁
業
を
繋
げ
て
い
く
た
め
に
も
、

洋
上
風
力
発
電
事
業
が
漁
業
と
の
共
存
に

よ
り
漁
業
振
興
に
繋
げ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
情
報
共
有
し
、
漁
業
関
係
者
へ
の

丁
寧
な
説
明
と
定
期
的
な
情
報
交
換
で
、

理
解
の
醸
成
と
共
通
認
識
を
深
め
た
い
。

　
事
業
者
を
含
め
て
積
極
的
に
、
こ
の
海

域
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
こ
と
を
強
調

し
な
が
ら
、
こ
の
地
域
で
の
実
証
を
実
際

に
や
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

質
問

水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
整
備

　
大
学
と
の
産
学
官
連
携
を
進
め
な
が
ら

先
進
的
な
技
術
を
開
発
し
、
漁
業
振
興
を

進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
中
西
市
長
の
公

約
で
も
あ
る
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
整
備
は

必
要
。
整
備
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
事
業

費
は
、
国
の
補
助
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

あ
る
程
度
市
の
財
政
投
資
も
必
要
と
考
え

る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁

市
内
水
産
業
の
更
な
る
振
興
を
目

的
に
水
産
物
高
付
加
価
値
機
能
、
漁
業
資

源
増
大
の
た
め
の
増
養
殖
機
能
及
び
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
を
一
体
的
に
推
進
す
る
拠

点
施
設
の
整
備
に
向
け
、
建
設
事
業
費
や

活
用
で
き
る
補
助
財
源
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。
旧
地
方
卸
売
市
場
解

体
跡
地
を
建
設
予
定
地
と
し
、
令
和
５
年

度
に
基
本
設
計
を
行
っ
た
結
果
、
概
算
事

業
費
４
億
４
千
万
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

市
の
経
費
負
担
を
抑
制
す
る
た
め
、
施
設

仕
様
の
見
直
し
に
よ
る
経
費
の
圧
縮
、
多

く
の
取
組
が
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
事

業
計
画
の
一
部
見
直
し
を
行
い
、
早
期
に

事
業
化
で
き
る
よ
う
に
検
討
を
進
め
て
い

る
。

▲狭く老朽化が進む三泊畜養施設での作業

令和６年 第４回定例会　令和６年 第４回定例会　一般質問と答弁　③一般質問と答弁　③詳細はこちらから
ご確認ください。

小こ
ぬ
ま沼　

清き
よ
み美  

　
　
　
　
【
無
会
派
】

米よ
ね
く
ら倉　

靖や
す
お夫  

　
　
【
未
来
ク
ラ
ブ
】



留萌市議会だより
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こんなことこんなことがが決まりました決まりました
令和６年 第４回定例会　12月10日〜18日

令和６年 第４回定例会
諮 問 ・人権擁護委員の推薦について

…適任
報 告 ・専決処分の報告について（令和６年度留萌市一般会計補正予

算（第５号）について）　　　　　　　　　　　
・専決処分の報告について（損害賠償について）

ほか2件…了
議 案 ・令和６年度留萌市一般会計補正予算（第６号）

・留萌市港南コミュニティセンターの指定管理者の指定について
・留萌市港北コミュニティセンターの指定管理者の指定について
・留萌市港東コミュニティセンターの指定管理者の指定について
・留萌市港西コミュニティセンターの指定管理者の指定について　
・留萌市東部コミュニティセンターの指定管理者の指定について　　　　　　　　　　　　　　　　　
・令和６年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
・令和６年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
・令和６年度留萌市水道事業会計補正予算（第１号）
・令和６年度留萌市病院事業会計補正予算（第３号）
・留萌市の休日を定める条例等の一部を改正する条例制定について
・市立留萌図書館条例の一部を改正する条例制定について
・財産の取得について
・令和６年度留萌市一般会計補正予算（第７号）
・留萌市一般職員給与条例等の一部を改正する条例制定について
・令和６年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
・令和６年度留萌市後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第２号）
・令和６年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
・令和６年度留萌市港湾事業特別会計補正予算（第１号）
・令和６年度留萌市水道事業会計補正予算（第２号）

ほか１件…原案可決

　あけましておめでとうございます。
　今年は例年からみると雪も少なく、

運動不足気味ではありますが健康に気を付けながら過ごしたい
と思います。この広報誌も引き続き、市民の皆さまに必要とされ
る情報を共有し、伝わりやすい発信に努めてまいります。
　今年も１年、よろしくお願いいたします。（忠）

編集後記編集後記

▲かわら版・ＨＰ作業班 ▲議会だより作業班

議 会 の 動 向議 会 の 動 向
令和6年9月３日から令和6年12月令和6年9月３日から令和6年12月
10日までの議会の動向を報告します10日までの議会の動向を報告します

6.9.3
9.5

9.6

9.7
〃

9.10
9.11
9.12
9.13
9.14
9.17
9.18

〃
9.19
9.20

9.21
9.22

9.25
10.3
10.9

10.10
10.12
10.15
10.16
10.17
10.18
10.21

〃
10.22
10.23

〃
10.24

〃
10.25
10.30

11.3
11.11
11.13

〃
11.14
11.15
11.18

11.19
11.20

〃
11.22

11.23
11.28
11.29
12.5
12.6
12.9

12.10

令和６年留萌市議会第３回定例会開会日
海上自衛隊多用途支援艦「すおう」入
港歓迎式典・特別公開・歓迎懇親会
あさの貴博と語る留萌・小平・増毛の
集い（令和６年度道政報告会）
海上自衛隊多用途支援艦「すおう」出港見送り
令和６年度留萌市防災訓練視察
一般質問
令和５年度決算審査特別委員会
本会議
るるもっぺポリスフェスタ
いなつ久国政報告会
第９期北海道総合開発計画キックオフシンポジウム
第１常任委員会
全員協議会
第２常任委員会
第４９回富士登山駅伝競走大会留萌自
衛隊チーム第４位入賞祝賀会
転入隊員及び家族と会員との交流会
留萌ライオンズクラブチャーターナイト
６５周年記念式典・祝賀会
議会広報広聴常任委員会
市民と議会の意見交換会
全国市議会議長会研究フォーラムin盛岡
全国市議会議長会研究フォーラムin盛岡
東京留萌の会
公共施設整備調査研究会行政視察
公共施設整備調査研究会行政視察
議会広報広聴常任委員会
海上自衛隊「水中処分母船２号」入港歓迎式典
第１常任委員会
議会広報広聴常任委員会
第２常任委員会
宮城県名取市議会議会広報特別委員会行政視察
全国市議会議長会基地協議会北海道部会総会
全員協議会
議会運営委員会
札幌留萌の会
議会運営委員会行政視察
留萌市功労等表彰式
全国市議会議長会第181回産業経済委員会
公共施設整備調査研究会
議員研修会
議会広報広聴常任委員会
留萌南部三市町議会議員研修交流会
令和６年度「陸上自衛隊留萌駐屯地の
充実・発展を求める」要望活動（第２師団）
自治体病院全国大会２０２４「地域医療再生フォーラム」
全員協議会
各派代表者会議
令和６年度「陸上自衛隊留萌駐屯地の充
実・発展を求める」要望活動（中央要望）
北部方面隊音楽まつり
第２常任委員会
第１常任委員会
公共施設整備調査研究会
議会運営委員会
公益社団法人留萌地方法人会提言書受理
令和６年留萌市議会第４回定例会開会日
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知りたい情報がいっぱい！知りたい情報がいっぱい！

くらしのお知らせ
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所
℡

対
FAX

定
HP

費 内
メ-ル
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▲市の木
　　　「アカシア」
▲市の木
　　　「アカシア」 ▲市の花「つつじ」▲市の花「つつじ」

知りたい情報がいっぱい！知りたい情報がいっぱい！

くらしのお知らせ

「２月の粗大ごみ収集日」のお知らせ暮らし・
　 手続き
▼収集の申し込みは、収集日２日前（閉庁日はそ
の前の平日）の午後３時までに下記へお願いします。
●２月の粗大ごみ収集日　　　　　　　　　　 

　　留萌南部衛生組合
　　43-2555／ 43-2588

日 所

問
℡

19 日㈬ 大町、瀬越町、港町、明元町、幸町、本町

20 日㈭ 寿町、礼受町、浜中町、沖見町、平和台

21 日㈮ 見晴町、宮園町、錦町、開運町、栄町

26 日㈬
三泊町、塩見町、春日町、元町、船場町、
花園町、末広町、旭町

27 日㈭
住之江町、泉町、野本町、千鳥町、元川町、
神居岩、堀川町、高砂町、五十嵐町

28 日㈮
緑ケ丘町、東雲町、南町、潮静、大和田、
藤山町、幌糠町、中幌、樽真布、南幌、
峠下町、東幌

国民年金保険料は前納がお得です暮らし・
　 手続き
▼国民年金保険料の納付は、まとめて前払いする
前納制度を利用すると毎月の納付書払いよりもお
得です。割引額は納付方法や前納期間により異な
ります。
●納付方法と前納期間　　　　　　　　　　　　
【現金払い】
任意の月から翌年３月分または翌々年３月分
【口座振替・クレジットカード納付】
①２年（４月分～翌々年３月分）
②１年（４月分～翌年３月分）
③６カ月（４月分～９月分、10月分～翌年３月分）
④当月末（口座振替のみ）
●申請に必要なもの　　　　　　　　　　　　　
・年金手帳など基礎年金番号がわかるもの　　　　　　
・口座振替の場合は、預金通帳、通帳の届出印
・クレジットカード納付の場合はクレジットカード
●申請期限　　　　　　　　　　　　　　　　　
・口座振替、クレジット納付で４月から前納する
場合は、令和７年２月 28 日㈮（10 月から６カ
月前納の場合は、令和７年８月 29日㈮）
　　市・市民課　　　42-1805
　　留萌年金事務所　　　43-7211
問 ℡

ごみ収集日に関するページ（市ＨＰ）ＱＲ▶

法律に関する悩みごとはありません
か？（留萌市内無料法律相談会）

暮らし・
　 手続き
▼市民を対象にした無料法律相談会を開催しま
す。旭川弁護士会に所属する弁護士が、遺産相続
や離婚問題、金銭の貸借などの相談に応じます。
　相談会に参加するためには、前日までに下記へ
予約が必要です。参加予約は先着順となります。
●電話予約から相談会参加までの流れ　　　　　

　　２月 19日㈬
　　13：00～ 16：00（30分× 6枠分）
　　保健福祉センターはーとふる
　　２月 18日㈫まで（土・日曜日、祝日を除く）
　　市・市民課
　　56-5003
問
℡

日

所
申

①相談会の前日までに市・市民課へ電話する。
②相談時間を予約する。
※予約する際に相談内容をお伝えください。

③相談会当日、会場へ行き弁護士に相談する。

無料法律相談に関するページ（市ＨＰ）ＱＲ▶

問 ℡

▼市では留萌市国民健康保険加入者、後期高齢者
医療制度加入者を対象に健康診査を実施しており
ます。健康診査は、すこやかな毎日を続けるため
の基本です。まだ受診されていない方は、ぜひご
活用ください。詳しくは市ホームページをご覧く
ださい。
　受診券は対象者のご自宅に、毎年４月に送付し
ております（年度途中加入者除く）。紛失してし
まった場合は、下記QRからおよそ１分で再発
行の手続きができます。また、電話での手続きも
可能ですので、お気軽にお申し付けください。
　　市・市民課
　　42-1805

健康・福祉・
子育て

年に１回､ 健康診査を受診しましょ
う

健康診査に関するページ（市ＨＰ）ＱＲ▶

問
℡

日本年金機構ホームページＱＲ▶
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▼医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。同じ世帯の被保険者が、
１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が限度額を超えたときは、そ
の超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。なお、手続きには市区町村窓口
への申請が必要となります。
○後期高齢者医療制度、または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
○支給額が５００円以下の場合は支給されません。

負担割合 区　　　分 自己負担額の合計の基準額

３割 現役並み所得者

【課税所得 690 万円以上】
212 万円

【課税所得 380 万円以上】
141 万円

【課税所得 145 万円以上】　
67 万円

２割 一定以上所得者
56 万円

１割

一般

住民税非課税
世　　　　帯

区分Ⅱ（※１） 31 万円

区分Ⅰ（※２） 19 万円

【１年分の自己負担額の計算期間：令和５年８月１日～令和６年７月 31 日】

※１　世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方
※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、その受給額
　　　が 80万円以下。給与所得がある場合、その金額から 10万円を控除）、または老齢福祉年金を受
　　　給している方	

自己負担限度額表

　支給対象の方には、３月末～４月に北海道後期高齢者医療広域連合より勧奨通知が届きま
す。必要事項を記入し、同封の返信用封筒で返送していただくか、市・市民課窓口まで提出
してください。

　　市・市民課　
　　42-1805
　　北海道後期高齢者医療広域連合
　　（〒 060-0062　札幌市中央区南 2 条西 14 丁目国保会館 6 階）
　　011-290-5601

問

問
℡

℡

後期高齢者医療制度のお知らせ～高額介護合算療養費について～暮らし・
　 手続き

後期高齢者医療に関するページ（市ＨＰ）ＱＲ▶
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教育・文化・
スポーツ 図書館からのお知らせ

▼２月の催しおよび休館日は、下記のとおりとな
ります。詳しくは、下記へお問い合わせください。
●乳幼児向けおはなし会（おはなし玉手箱）　　　　
・ ５日㈬ 11：00～「おに」　
・	22 日㈯ 11：00～「おかし」　
●児童センター出張おはなし会（小学生対象）　
・14日㈮ 15：30～東光小学校区留守家庭児童会　
・	27 日㈭ 16：00～沖見児童センター
●休館日　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
【蔵書点検休館】
・１月27日㈪～２月３日㈪
【月曜休館】
・10日㈪	／ 17 日㈪	／	24 日㈪
【祝日振替休館】
・12日㈬	
【館内整理休館】
・28日㈮
　　市立留萌図書館　　　42-2300問 ℡

暮らし・
　 手続き 市営住宅の入居者を募集します暮らし・
　 手続き

	・家賃は、その世帯の収入や扶養親族などにより
　異なります。
	・駐車場使用料金が別途毎月かかります。（車を
　所有する方は駐車場の有無を必ず記入してくだ
　さい。）
	・共益費が別途毎月かかります。
	・入居できる時期は３月中旬以降となります。
	・申し込みの際は、申込書・印鑑・住民票・所得
　が確認できる書類などを持参願います。
	・団地によっては、浴槽及び風呂釜等を各自用意
　していただくことになります。

▼市営住宅の入居者および補欠入居者を募集します。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。
　　①住宅困窮者の方で、市税などの滞納がないこと
　　②公営住宅法に定める収入基準に該当する方
　　③入居申込者および同居者が暴力団員でないこと
　　２月３日㈪～５日㈬　9：00～ 15：00
　　申込会場　市役所分庁舎２階分庁舎会議室 
　　※申込書は１月 27日㈪から２月５日㈬まで
　　市・建築住宅課にて配布します。（土・日曜日を除く）　　　

対

申

〇募集対象住戸以外にも、補欠待ち募集を実施しております。
　詳細については、市・建築住宅課へお問い合わせください。
　　市・建築住宅課　　　42-2025問 ℡

●一般世帯向け住宅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

団　地　名 規模・構造等
募集住宅内容

間　取 住戸面積 月額家賃
戸数 階数

沖 見 町 は ま な す 鉄筋コンクリート造７階建 １戸 ６階 ２LDK 63.9㎡ 16,300 円～ 24,200 円

沖 見 町 あ か し あ 団 地 鉄筋コンクリート造 4 階建 １戸 4 階 2LDK 67.6㎡ 16,000 円～ 23,900 円

平 和 台 団 地 鉄筋コンクリート造 4 階建 ２戸 1 階・4 階 3LDK 67.3㎡ 15,300 円～ 24,400 円

五 十 嵐 町 リ ラ Ｂ 鉄筋コンクリート造７階建 １戸 ５階 ２LDK 69.1㎡ 20,300 円～ 30,300 円

千 鳥 町 メ イ プ ル Ⅱ 鉄筋コンクリート造 4 階建 １戸 ４階 3LDK 76.2㎡ 20,600 円～ 30,700 円

市営住宅に関するページ（市ＨＰ）ＱＲ▶

市立留萌図書館ホームページＱＲ▶

▼歯舞群島、色
丹島、国後島、
択捉島の北方四
島(北方領土）
の祖国復帰は、
いまだに実現し
ていません。北
方四島がわが国へ返還されるためには、粘り強い
返還運動を行っていくことが大切です。
　市では、皆さんに北方領土問題への理解と関心
を高めていただくとともに、早期返還への願いを
実現するため、署名コーナーを設置します。署名
にご協力ください。
●署名コーナー開設日　　　　　　　　　　　　
　　１月 21日㈫～２月 20日㈭
　　８：50～ 17：20（土・日曜日、祝日を除く）
　　市役所本庁舎１階市民ラウンジ
　　市・総務課　　　42-1801問 ℡

２月７日は「北方領土の日」です

日

所

北方領土の日に関するページ（市ＨＰ）ＱＲ▶

その他
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「令和７年度留守家庭児童会」の入会児童を募集します健康・福祉・
子育て

▼令和７年度留守家庭児童会の入会児童を募集します。

留守家庭児童会に関するページ（市ＨＰ）ＱＲ▶

申込期間 ２月３日㈪～ 17 日㈪（日曜、祝日を除く）

申込先 各留守家庭児童会へ直接申し込みください。

対　象
保護者が就労等の理由により、昼間家庭にいない小学生
※１年生から３年生までの低学年の児童、障がいのある児童の入会を優先するため、４年生
　以上の高学年の児童は入会できない場合があります。

利用時間 下校時から登録時間まで（最長 18：00）
休校時は８：00 ～（日曜、祝日、年末年始を除く）

負担金
１人目（月額）1,800 円
２人目以降、準要保護世帯（月額）900 円
要保護世帯（月額）無料

　　市・教育委員会子育て支援課
　　42-1808

※入会申請書につきましては、下記開設場所及び市・教育委員会子育て支援課で配布しております。

留守家庭児童会名 開設場所 問い合わせ先

留萌小学校区（寿）留守家庭児童会 寿児童センター 寿町３丁目　☎ 43-1193

留萌小学校区（沖見）留守家庭児童会 沖見児童センター 沖見町５丁目　☎ 42-0072

東光小学校区留守家庭児童会 東光小学校内
住之江町４丁目 73（東光小学校内）
☎ 080-1879-2220
 　090-5077-4571

緑丘小学校区留守家庭児童会 千鳥児童センター 千鳥町３丁目　☎ 42-2226

港北小学校区留守家庭児童会 港北小学校内 元町３丁目（港北小学校内）
☎ 090-7514-1203

潮静小学校区留守家庭児童会 潮静児童センター 潮静３丁目　☎ 42-1303

問
℡



　広報留萌　2025（令和7）年　2月号 1819

「令和７年度留萌市奨学生」を募集します教育・文化・
スポーツ

▼市では、進学に必要な能力と意欲を持つ学生が、経済的理由で進学をあきらめることなく自らの適性
にあった進路を自由に選択できるように、奨学金の貸付けを行っています。
　令和７年度の奨学生を次のとおり募集しますので、希望する学生は、市内中学校及び高等学校、留萌
市教育委員会教育政策課に設置の願書（留萌市教育委員会教育政策課のホームページからもダウンロー
ドできます）と関係書類を提出してください。

　　市・教育委員会教育政策課
　　42-3006

対 象 者 大学・専門学校・高校に進学し選考基準を満たす方

必 要 書 類

①願書
②学校長の推薦書
③成績証明書（学校作成の調査書でも可）
④健康診断書（学校で行う健康診断書の写しでも可）
⑤世帯全員の令和６年所得税の確定申告書の写しまたは令和６年分源泉徴収
　票の写し

提 出 先 市・教育委員会教育政策課

提 出 期 間 ２月３日㈪～２月 28 日㈮（土・日曜、祝日を除く）

貸付金額（１カ月）
大学生　18,000 円（大学院、短期大学含む）
専門学校生　14,000 円
高校生　９,000 円（高等専門学校含む）

返 済 期 間・ 利 息 貸付金は、貸付終了後 10 年以内の返済で無利息です。

選 考 基 準
①現在校の３年間の評定平均が３．３以上
②世帯の１年間の総所得金額が別に定める基準以下
　（詳しくはお問い合わせ願います）

決 定 後 の 手 続 き

奨学金の貸借契約に次の書類が必要となります。
・連帯保証人にかかる「保証人申出書」２名分
　※連帯保証人は留萌市内在住者で市税等の滞納がない方に限ります。
・入学する学校の「在学証明書」又は「進学証明書」
・連帯保証人の「印鑑登録証明書」、「納税証明書」、「令和６年所得税の確定
　申告書の写し又は令和６年分源泉徴収票の写し」

問
℡

留萌市奨学生に関するページ（市ＨＰ）のＱＲ▶
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ごみ分別調査の結果をお知らせします

▼令和 6年 11月に実施されました紙製容器及びプラスチック製容器包装の分別調査結果についてお知
らせいたします。（下記グラフ参照）
　不適ごみとしては主に、紙製容器では封筒などの「雑がみ」が、プラ製容器では「無分別」や「汚れ
たプラ製容器」の混入等が見受けられました。これらのごみは適正なリサイクル処理が出来ないため、
結果として最終処分施設の寿命を縮めることとなります。
　分別する際には「紙マーク」や「プラマーク」がついているのを確認し、汚れなどは落として排出し
てください。
　今後も引き続き適正な分別にご協力をお願いいたします。

問 ℡

その他

▼市では、「広報留萌」2025 年（令
和７年）５月号から 2026 年（令和８
年）４月号までの掲載広告を募集しま
す。詳しくは、下記へお問い合わせく
ださい。
　　市・政策調整課　　　42-1809

掲載場所 枠数
１枠あたりの料金（税込）
市内事業者 市外事業者

お知らせ下段
（4.5㌢× 18㌢） ６枠 8,000 円 / 月 10,000 円 / 月

裏表紙
（13㌢× 18.5㌢） ２枠 25,000 円 / 月 25,000 円 / 月

※お知らせ下段は、発行月によって増枠する場合があります。

●
掲
載
料
金

問 ℡

「広報留萌掲載広告」募集のお知らせ

　　市・環境保全課　　　42-1806

紙製容器の結果 プラ製容器の結果
無分別 8.30㎏、18.2％

汚れたプラ容器
2.75㎏、6.0％

可燃系 2.20㎏、4.8％

不燃系 0.70㎏、1.5％

その他 0.75㎏、1.6％

プラ容器 30.85㎏、67.7％

汚れた紙容器 0.30㎏、0.4％

段ボール 1.80㎏、2.6％

雑がみ 4.75㎏、6.9％

無分別 0.70㎏、1.0％

紙容器 57.20㎏、82.6％

その他 4.50㎏、6.5％

「注射器」などの在宅医療廃棄物の廃棄方法

▼不燃系埋立ごみやプラスチック製容器ごみに「注射
器」などの在宅医療廃棄物が混入しているケースが見
受けられます。
　留萌南部衛生組合では、在宅医療廃棄物の収集は
行っておりませんので、廃棄方法については、処方さ
れた医療機関や調剤薬局へご相談ください。
　収集・分別作業員の針刺しなどによる事故を防ぐた
めにも、ご協力をお願いいたします。
　　留萌南部衛生組合　　　43-2555
　　市・環境保全課　　　　42-1806

その他

プラ製容器に混入していた在宅医療廃棄物

問 ℡
問 ℡
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三省堂書店を応援し隊 ★ インフォーメーション

2月 の
催　し

三省堂書店を応援し隊 事務所（留萌ブックセンター内）☎43-2255

留萌ブックセンター日 所こどものためのおはなし会 2月23日㈰15：00～

日 所 留萌ブックセンター大人のためのお話し会 2月11日㈫18：30～

問

2月9日の
日曜当番医院

※上記以外の日曜日、祝日および夜間の診療は、かかりつけの病院（医院）へお問い合わせください。
※市立病院は二次医療病院として、全ての「土・日曜日、祝日」「夜間」に対応しています。
※日曜当番医院が急きょ変更となる場合があります。受診前に一度、電話でご確認ください。

富山整形外科 末広町1丁目   ☎42-2030　9：00～17：00

「ヒートショック」に気をつけましょう

　「ヒートショック」とは、「気温等の急激な変化により、血圧が急上昇、又は急降下することに
よって身体がダメージを受けること」であり、軽度であればめまいや立ちくらみ程度で済みます
が、重度の場合は湿疹や心臓発作などの意識障害を引き起こすこともあり、最悪の場合は脳卒中
や心筋梗塞につながってしまいます。
　「ヒートショック」は、寒暖差が激しい場所で起こりやすく、家庭だと浴室やトイレなどの暖
房設備が設置されていないことが多い場所とされています。
　１０度以上の温度差がある場所を行き来する場合はたとえほんの短時間であっても、防寒をす
ることが大切です。留萌はまだまだ寒いので、もう少しの間寒暖差に気を付けて暮らしましょう。

　　市・保健医療課（はーとふる内）　　　　49-6050　　　問 ℡
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健康コラム
セルフケアで目の疲れをスッキリ！
　私たちの目は近くのものを見る時
には筋肉が収縮してピントを合わせ
ようとします。そのためパソコンや
スマホなど長時間使うことで、目の
緊張が続いて筋肉が凝り固まり、疲
れに繋がります。目の疲れを感じた
時には、次のストレッチをお試しく
ださい。
①目を上下左右に各3秒ずつ動かす。
②目をぐるぐると回す（左右 2～3
周）。
③寄り目を5秒キープし、ゆっくり
元に戻しましょう。
　ストレッチの他に、軽く目を閉じ
たり、遠くをぼんやり眺めるのも効
果的です。寝る前に、蒸しタオル
で目を温めるのもよいですね。また、
疲れを予防するために、意識的にま
ばたきを多くするのも効果的ですの
で、ぜひ普段の生活に取り入れてみ
てくださいね。

☎49-6050保健福祉センターはーとふる

◎料金は１回510円です。
対象は１歳６カ月以上の幼児です。対象の月齢以下でも上
の歯が４本以上あり、フッ化物塗布を希望する場合はご相
談ください。

【 フッ化物塗布（予約制） 】

13 日㈭ 10：00 ～ 11：00 13：00 ～ 15：30

乳幼児の発育や発達などについてご相談ください。
【 母子健康・栄養相談（乳幼児） 】

※ご希望に応じ、別日程での相談も対応しています。
13 日㈭ 9：30 ～ 11：30

毎週月曜日
毎週金曜日

10：00 ～ 12：00 13：30 ～ 15：30

【 ピンピンからだ広場 （おおむね 65 歳以上）】
◎2/24は休みです。

【 乳幼児健診 】◎対象児には事前に文書でお知らせします。
5 日㈬

19 日㈬
28 日㈮

１歳６カ月児
3 歳 児
4 カ 月 児
9 カ 月 児

（R  5 年
（R  4 年
（R  6 年
（R  6 年

7 月
1 月

10 月
4 月

生まれ）
生まれ）
生まれ）
生まれ）

※保健福祉センターはーとふるでは随時、電話や来所での相談
　を受け付けていますので、お気軽にご相談ください。

☎43-8121
【開館時間】 9：00～17：00／（水）9：00～20：30

　　　　　※20：00以降は入館できません休館日 月曜日・祝日るもい健康の駅

はーとふる

るもい健康の駅の
ホームページ QR ▶

1日㈯

1日㈯
８日㈯

２５日㈫

9：30～11：30

13：00～14：30
13：00～14：00

13：30～14：30

基礎老年医学講座①「感染症（新型コロナわかったことのまとめ　肺炎とその予防）」
講師：札幌医科大学 名誉教授  小海 康夫 氏
市民ＢＬＳ(一次救命処置) とＡＥＤ体験講習会 
マンスリー健康講話「尿路感染症について」
講師：医療法人社団幸萌会 西原腎･泌尿器科クリニック 院長　西原 正幸 氏
認知症サポーター養成講座
講師：㈱ファミリーケアサポート 小規模多機能型居宅介護事業所 介護主任　薄井 由香 氏

【 2 月のイベント 】 ※各イベントには事前申込みが必要です。
詳しくは、るもい健康の駅ホームページをご確認下さい。

≪お知らせ≫
健康づくりに資する地域の集まりや勉強会など、営利目的以外での集いの場として《ホール・サロン・会議室》を無料で貸し出し
ております。（厨房は1時間500円で利用できます）
事前予約が必要となりますので、詳細につきましてはるもい健康の駅までお気軽にお問い合わせください。

≪運動教室に参加してみませんか？≫

開催時間 教 室 名 内 容
10：00 ～11：30 RAC（るもいアンチエイジングクラブ）DVDを見ながらヨガや体操、有酸素運動などを行います。
13：00 ～13：30 ラジオ体操 動画を見ながらラジオ体操やストレッチ体操を行います。
18：00 ～20：00 夜間DVDエクササイズ DVDを見ながら自分の体力に合わせた運動ができます。入退室も自由！

毎週水曜日　※予約なしで参加できます。お一人様でも大歓迎！

　※ふまねっと教室（るもねっとサークル）は２月末までお休みします。
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除雪や屋根の雪下ろしに注意

災害への備え�

　  市・総務課危機対策係　  市・総務課危機対策係　　５６-５００５   　　５６-５００５   問

　雪による事故の多くは、除雪中の事故です。特に屋根の雪下ろし中の転落事故は毎年
数多く発生しています。事前に除雪中に発生している事故の原因を知り、安全対策をし
ましょう。

○屋根からの転落
　雪下ろし中に足を滑らせるなど屋根の上から転落。
○屋根からの落雪
　軒下の除雪中に落雪で埋まる。落雪の直撃による事故。
○水路等への転落
　融雪槽に投雪中、槽内に転落する事故。
○除雪機の事故
　エンジンを止めずに、雪詰まりを取り除こうとして巻き込まれる事故。
○除雪作業中に心筋梗塞などを発症
　急な寒暖差等の影響により、作業中に心肺停止などで倒れる事故。

■除雪中の主な事故原因

○作業は複数人で！
　→家族や近所にも声をかけましょう。
○晴れの日ほど要注意！
　→道路だけでなく、屋根も雪が解けて滑りやすくなっています。
○はしごはしっかりと固定！
　→屋根への昇り降り中の転落事故も多く発生しています。
○除雪機のエンジンを切る！
　→雪詰まりを取り除くなど、短時間の作業でも必ずエンジンを切りましょう。
○命綱とヘルメットをしっかりと着用！
　→もしものときの被害を軽減したり、命を守ったりします。

■除雪事故に遭わないために
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留萌市とエフエムもえるは、災害協定
を結んでいます。《災害時は 76.9MHz》

毎週月～金曜日

エフエムもえる
FM76.9MHz

留萌市情報プラザ
朝  08：05～08：10
夕  17：05～17：10

情 報

広報留萌は再生紙を使用しています

市長とホットライン（FAX） 市民の声メール web-master@e-rumoi.jp0120-223-846

　あなたが知りたい「市政のいろいろ」について、市
の職員が直接出向き、分かりやすく説明します。

お申し込み・お問い合わせは☎42‐1809まで

　参加人数や話題、形式は問わず、市長とフリートークすることができます。た
だし、決まった実施日を設けていませんので、ご希望の方は、市・政策調整課（☎
42-1809）へご連絡ください。

気軽にお申し込みください

お茶の間トーク

市役所宛ての郵便物は下記郵便番号と宛て名
（留萌市役所・担当課）で届きます。

〒077-8601 留萌市幸町１丁目11番地

ホームページ https://www.e-rumoi.jp/
電子メール kikaku@e-rumoi.jp

困ったときは
相談しましょう

■市民相談
市民課

☎56-5003
……………………………

■健康・栄養相談
保健福祉センターはーとふる

☎49-6050
……………………………

■教育相談電話
学校教育に関すること
教育委員会教育政策課

☎42-3006
……………………………

児童福祉に関すること
教育委員会子育て支援課
家庭児童相談室

☎42-1808
……………………………

社会教育に関すること
教育委員会生涯学習課

☎42-0435
……………………………

不登校支援に関すること
教育委員会教育政策課

「ゆっくるも」専用携帯電話
☎090-9005-5338
……………………………

■高齢者に関する相談
地域包括支援センター

☎49-6060
……………………………

■防災相談
総務課危機対策係

☎56-5005

留萌市市民憲章
　わたくしたちは美しい日本海と留萌川にそう山々の緑にかこまれた
留萌の市民です。港を中心に栄える産業都市、豊かで健康な文化都市
がわたくしたちのねがいです。このねがいを実現するため市民憲章を
さだめます。
１　海の資源や山の緑を大切にして美しい市

まち
にしよう。

１　人に迷惑をかけず公共の物を大切にして清潔な市
まち

にしよう。
１　きまりを守り、みんなでたすけ合う秩序ある市

まち
にしよう。

１　働くことによろこびをもって、仕事に精を出し豊かな市
まち

にしよう。
１　丈夫なからだとあかるい心をもち、平和な市

まち
にしよう。

 市長とフリートークしませんか？

▲市の木「アカシア」

▲市の花「ツツジ」

留 萌 市 アンテナ
■下記以外のお問い合わせ
　総　務　課　 ☎42-1801
…………………………………
■市の財政、市有財産など
　財　務　課　 ☎42-1813
…………………………………
■入札、契約など
　契　約　課　 ☎42-1803
…………………………………
■道市民税など
　税　務　課
　　市民税係　 ☎56-5004
…………………………………
■固定資産税など
　その他の係　 ☎42-1804
…………………………………
■広報、町内会、市民活動など
　政策調整課　 ☎42-1809
…………………………………
■留萌市応援寄附金など
　ふるさと納税課　 ☎56-5001
…………………………………
■農業、漁業、林業など
　農林水産課　 ☎42-1837
…………………………………
■商工業、観光、港湾など
　経済観光課　 ☎42-1840
　港湾・再生可能エネルギー室
 　　　　　　　☎56-4705
…………………………………
■生活保護、障がい者福祉など
　社会福祉課　 ☎42-1807
…………………………………
■戸籍、各種証明、国保・後期、
　医療費助成など
　市　民　課　 ☎42-1805
…………………………………
■道路、公園、地籍調査など
　都市整備課　 ☎42-2010
…………………………………
■市営住宅、建築確認申請など
　建築住宅課　 ☎42-2025
…………………………………
■上下水道の料金・トラブルなど
　上下水道課

事　業　係　 ☎42-5151
…………………………………
■複合施設の整備など
　複合施設推進室
 　　　　　　　☎56-4708
…………………………………
■ごみの分別、公衆衛生など
　環境保全課　 ☎42-1806
…………………………………
■市内の小中学校など
　教育政策課　 ☎42-3006
…………………………………
■児童手当、保育園など
　子育て支援課　  ☎42-1808
…………………………………
■社会教育、スポーツなど
　生涯学習課　 ☎42-0435
…………………………………
■健康づくり、介護保険など
　保健医療課　 ☎49-6050
　介護支援課　 ☎49-6070
…………………………………
■高齢者相談、介護予防など
　地域包括支援センター

　　　　　　 ☎49-6060
…………………………………
■粗大ごみ収集の申し込みなど
　留萌南部衛生組合
　　　　　　　 ☎43-2555
…………………………………
■留萌市議会の情報など
　議会事務局　 ☎42-1907

主な電話番号

人口と世帯数 　令和６年12月末現在

※（　）内は前月比

人 口 動 態 　令和６年12月届出分

納 税 に つ い て

●今月納期の市税 

・総人口 １８，１７６ 人  （－３６ 人 ）
・　男 ８，７８５ 人  （－２５ 人 ）
・　女 ９，３９１ 人  （－１１ 人 ）
・世帯数　　 １０，５４３ 世帯 （－２５世帯）

・出　生 ………３人
・死　亡 ……３１人

・転　入 ……３１人
・転　出 ……３９人

・国民健康保険税　　　8 期
　　　納期限２月２８日㈮
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